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開会 午前 ９時５６分   

  ──────────────────────────────────────── 

◎開 議 宣 告 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（髙橋 守氏） ただいまから、本日の会議を開きます。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎日程第１ 議案第３２号から議案第４１号まで及び議案第４ 

            ３号について（委報第２号） 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（髙橋 守氏） 日程の１ 委報第２号、議案第３２号から議案第４１号まで及び

議案第４３号についてを一括議題とします。 

 本件は、さきの本会議において予算審査特別委員会に付託したものであり、委員長より

審査報告書が提出されております。 

 この際、委員長の報告を求めます。 

 藤浪委員長、登壇報告願います。 

（予算審査特別委員会委員長藤浪成憲氏 登壇） 

◎予算審査特別委員会委員長（藤浪成憲氏） さきの本会議において付託になりました案

件につきまして、その審査の経過と結果について御報告いたします。 

 当委員会に付託されました案件は、議案第３２号から議案第３６号までの条例案件５

件、議案第３７号から議案第４１号まで及び議案第４３号の補正予算６件の計１１件であ

り、以下御報告申し上げますが、審査の詳細及び質疑答弁の内容につきましては、今回議

長を除く全議員が委員となり、委員会審査を行っておりますので、省略させていただきま

す。審査の結果についてのみを御報告させていただきますので、御了承賜りたいと思いま

す。 

 なお、配付の文書及び資料の説明につきましても省略させていただきますので、御了承

賜りたいと思います。 

 それでは、御報告させていただきます。 

 議案第３２号三笠市長等及び三笠市教育委員会教育長の給料等特例条例の制定につい

て、議案第３３号三笠市財産条例の一部を改正する条例の制定について、議案第３４号三

笠市証明等事務手数料条例の一部を改正する条例の制定について、議案第３５号三笠市消

防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について、議案第３６号三笠市火

災予防条例の一部を改正する条例の制定について、議案第３７号平成１９年度三笠市一般

会計補正予算（第１回）について、議案第３８号平成１９年度三笠市老人保健特別会計補

正予算（第１回）について、議案第３９号平成１９年度三笠市公共下水道事業特別会計補

正予算（第１回）について、議案第４０号平成１９年度三笠市水道事業会計補正予算（第

１回）について、議案第４１号平成１９年度市立三笠総合病院事業会計補正予算（第１
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回）について、議案第４３号平成１９年度三笠市一般会計補正予算（第２回）について

は、特段の討論もなく、原案可決すべきものと決定しました。 

 以上で、本委員会に付託されました案件の審査の経過と結果についての報告とさせてい

ただきますので、よろしく御審議くださいますようお願いいたします。 

◎議長（髙橋 守氏） これより、委員長報告に対する質疑を行います。 

 まず、議案第３２号について質疑を受けます。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 次に、議案第３３号について質疑を受けます。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 次に、議案第３４号について質疑を受けます。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 次に、議案第３５号について質疑を受けます。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 次に、議案第３６号について質疑を受けます。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 次に、議案第３７号について質疑を受けます。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 次に、議案第３８号について質疑を受けます。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 次に、議案第３９号について質疑を受けます。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 次に、議案第４０号について質疑を受けます。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 次に、議案第４１号について質疑を受けます。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 最後に、議案第４３号について質疑を受けます。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 質疑ないようですから、議案第３２号から議案第４１号まで及び

議案第４３号についての質疑を終了します。 

 これより、討論、採決に入ります。 

 まず、議案第３２号について討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 討論ないようですから、討論を終了します。 

 お諮りします。 

 議案第３２号について、委員長報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第３２号三笠市長等及び三笠市教育委員会教育長の給料等特例条例の制定について

は、予算審査特別委員長の報告のとおり原案可決されました。 

 次に、議案第３３号について討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 討論ないようですから、討論を終了します。 

 お諮りします。 

 議案第３３号について、委員長報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第３３号三笠市財産条例の一部を改正する条例の制定については、予算審査特別委

員長報告のとおり原案可決されました。 

 次に、議案第３４号について討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 討論ないようですから、討論を終了します。 

 お諮りします。 

 議案第３４号について、委員長報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第３４号三笠市証明等事務手数料条例の一部を改正する条例の制定については、予

算審査特別委員長報告のとおり原案可決されました。 

 次に、議案第３５号について討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 討論ないようですから、討論を終了します。 

 お諮りします。 

 議案第３５号について、委員長報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第３５号三笠市消防団員等公務災害補償条例の一部を改正する条例の制定について

は、予算審査特別委員長の報告のとおり原案可決されました。 

 次に、議案第３６号について討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 討論ないようですから、討論を終了します。 

 お諮りします。 

 議案第３６号について、委員長報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第３６号三笠市火災予防条例の一部を改正する条例の制定については、予算審査特

別委員長の報告のとおり原案可決されました。 

 次に、議案第３７号について討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 討論ないようですから、討論を終了します。 

 お諮りします。 

 議案第３７号について、委員長報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第３７号平成１９年度三笠市一般会計補正予算については、予算審査特別委員長の

報告のとおり原案可決されました。 

 次に、議案第３８号について討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 討論ないようですから、討論を終了します。 

 お諮りします。 

 議案第３８号について、委員長報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第３８号平成１９年度三笠市老人保健特別会計補正予算については、予算審査特別

委員長報告のとおり原案可決されました。 

 次に、議案第３９号について討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 討論ないようですから、討論を終了します。 

 お諮りします。 

 議案第３９号について、委員長報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第３９号平成１９年度三笠市公共下水道事業特別会計補正予算については、予算審

査特別委員長の報告のとおり原案可決されました。 

 次に、議案第４０号について討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 討論ないようですから、討論を終了いたします。 

 お諮りします。 

 議案第４０号について、委員長報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第４０号平成１９年度三笠市水道事業会計補正予算については、予算審査特別委員

長の報告のとおり原案可決されました。 

 次に、議案第４１号について討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 討論ないようですから、討論を終了します。 

 お諮りします。 

 議案第４１号について、委員長報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第４１号平成１９年度市立三笠総合病院事業会計補正予算については、予算審査特

別委員長の報告のとおり原案可決されました。 

 次に、議案第４３号について討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 討論ないようですから、討論を終了します。 

 お諮りします。 

 議案第４３号について、委員長報告のとおり原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第４３号平成１９年度三笠市一般会計補正予算については、予算審査特別委員長の

報告のとおり原案可決されました。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎日程第２ 議案第４４号 各常任委員会委員の派遣について 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（髙橋 守氏） 次に、日程の２ 議案第４４号各常任委員会委員の派遣について

を議題とします。 

 お諮りします。 

 本案については、各常任委員長の共同提案にかかわるものであり、文書記載のとおりで

ありますので、提案説明、質疑及び討論を省略したいと思います。御異議ありませんか。

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 

 本案については、提案説明、質疑及び討論を省略することに決定しました。 

 続いて、お諮りします。 

 議案第４４号について、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 
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 議案第４４号各常任委員会委員の派遣については、原案のとおり可決されました。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（髙橋 守氏） 日程の３の前に休憩をとらせていただきます。 

休憩 午前１０時０８分   

再開 午前１０時１４分   

◎議長（髙橋 守氏） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

  ──────────────────────────────────────── 

      ◎日程第３ 議案第４５号 議会運営委員会及び各常任委員会 

            所管事項調査について 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（髙橋 守氏） 日程の３ 議案第４５号議会運営委員会及び各常任委員会所管事

項調査についてを議題とします。 

 お諮りします。 

 本案については、議会運営委員長及び各常任委員長の共同提案にかかわるものであり、

文書記載のとおりでありますので、提案説明、質疑及び討論を省略したいと思います。御

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 

 本案については、提案説明、質疑及び討論を省略することに決定しました。 

 続いて、お諮りします。 

 議案第４５号については、原案のとおり可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 

 議案第４５号議会運営委員会及び各常任委員会所管事項調査については、原案のとおり

可決されました。 

  ──────────────────────────────────────── 

       ◎日程第４ 意見書案第４号新たな「地方公共団体財政健全化 

             法」に関する意見書 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（髙橋 守氏） 日程の４ 意見書案第４号新たな「地方公共団体財政健全化法」

に関する意見書を議題とします。 

 本案については、丸山議員ほか３名からの共同提案にかかわるものであり、この際、提

出者を代表し、丸山議員から提案理由の説明を求めます。 

 丸山議員、登壇説明願います。 

（１番丸山修一氏 登壇） 

◎１番（丸山修一氏） それでは私の方から、地方公共団体財政健全化法に関する意見書
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案の提案を申し上げます。 

 この法律は、自治体の財政破綻を早い段階で食いとめようとする制度であります。 

 皆さんも承知のとおり、本年、近隣の自治体が多額な債務を残して赤字再建団体に陥り

ました。この自治体は炭鉱の閉山の後、町の振興と雇用確保の目的で観光会社を設立し、

多額の債務を市民に報告することもなく、一般会計の予算を貸し付けるなど、巧妙な予算

措置を行ってきたが、これが明るみに出て財政再建団体に陥ることとなりました。 

 法律は、このようなことにならぬよう、自治体の本体だけではなく公営企業の公社、第

三セクターまでのチェックと住民が監視できる制度にしました。制度の内容は理解をしつ

つも問題点もあります。すべての会計チェックは理解をしても、病院会計などもこの制度

に組み入れられることであります。特に病院会計は道内８０の病院事業会計で６１の事業

が赤字になっております。加えて診療報酬の改定や医師不足の関係で、ますます赤字は増

大していきます。この法律の具体的な基準は、本年１０月ごろ省令で示されるわけであり

ますが、自治体の特殊な事情等を考慮すべきだと考え、今議会での意見書を提出いたしま

す。 

 なお、文案と提出先は記載のとおりでありますので、どうか御審議をよろしくお願い申

し上げ、意見書の提案説明といたします。 

◎議長（髙橋 守氏） お諮りします。 

 本案については、質疑、討論を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 

 質疑、討論を省略することに決定しました。 

 続いて、お諮りします。 

 意見書案第４号については、原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 

 意見書案第４号新たな「地方公共団体財政健全化法」に関する意見書は、原案可決され

ました。 

 本意見書は、議長名をもって本文記載の提出先へ送付します。 

  ──────────────────────────────────────── 

      ◎日程第５ 意見書案第５号 異常気象による災害対策や地球 

            温暖化対策の強化・拡充を求める意見書 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（髙橋 守氏） 日程の５ 意見書案第５号異常気象による災害対策や地球温暖化

対策の強化・拡充を求める意見書を議題とします。 

 本案については、佐藤議員のほか３人からの共同提案にかかわるものであり、この際、

提出者を代表し、佐藤議員から提案理由の説明を求めます。 
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 佐藤議員、登壇説明願います。 

（３番佐藤孝治氏 登壇） 

◎３番（佐藤孝治氏） 意見書案第５号を朗読によって提案させていただきます。 

 異常気象による災害対策や地球温暖化対策の強化・拡充を求める意見書。 

 本来であれば、数十年に一度というレベルの異常気象がこのところ頻発しております。 

 温帯低気圧が台風並みに猛威を振るい、それに伴う洪水や土砂災害、さらには集中豪雨

や竜巻の頻発などにより多くの人命が失われ、家屋や公共施設、農作物にも甚大な被害が

もたらされております。 

 また、海岸侵食の進行や夏の猛暑も例年化しております。こうした異常気象や猛暑は、

地球温暖化による疑いが濃厚であると多くの識者が指摘しているところであります。 

 このような状況下、環境立国を目指す日本は、海岸保全や防災のための施策はもちろ

ん、確実に地球環境をむしばんでいる地球温暖化を防止するための抜本的な施策を講ずる

べきであります。 

 以上の観点から、下記の事項について政府に強く要望いたします。 

 記。 

 １、集中豪雨等による災害に強い堤防や道路等の基盤整備、まちづくりの推進と、海岸

侵食対策を積極的に進めること。 

 ２、集中豪雨や竜巻等の局地予報体制の充実のために、集中豪雨や竜巻発生の短時間予

測が可能なドップラーレーダーを計画中のところ以外にもふやすと同時に、緊急避難が無

事できるよう体制を確立すること。 

 ３、森林資源などのバイオマスや太陽光、風力、小水力などの自然エネルギーの積極的

利用を進めるとともに、バイオマスタウンの拡大や関係の法改正等に取り組むこと。 

 ４、地球温暖化の原因である二酸化炭素ガス等の排出削減のため、国等の省エネ等の率

先導入法（仮称「環境配慮契約法」）を早期に制定すること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 平成１９年７月３日、北海道三笠市議会。 

 提出先は、記載のとおりです。 

 以上、よろしく御審議くださいますようお願いいたします。 

◎議長（髙橋 守氏） お諮りします。 

 本案については、質疑、討論を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 

 質疑、討論を省略することに決定しました。 

 続いて、お諮りします。 

 意見書案第５号については、原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 
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◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 

 意見書案第５号異常気象による災害対策や地球温暖化対策の強化・拡充を求める意見書

は、原案可決されました。 

 本意見書は、議長名をもって本文記載の提出先に送付します。 

  ──────────────────────────────────────── 

      ◎日程第６ 意見書案第６号 医師不足の解決と地域医療をま 

            もる要望意見書 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（髙橋 守氏） 日程の６ 意見書案第６号医師不足の解決と地域医療をまもる要

望意見書を議題とします。 

 本案については、丸山議員ほか３名からの共同提案にかかわるものであり、この際、提

出者を代表し、岩崎議員から提案理由の説明を求めます。 

 岩崎議員、登壇説明願います。 

（２番岩崎龍子氏 登壇） 

◎２番（岩崎龍子氏） 意見書案第６号について、読み上げて御説明にかえたいと思いま

す。 

 医師不足の解決と地域医療をまもる要望意見書。 

 今、北海道の地域医療は、医師不足などによって、地域間あるいは所得による「治療の

格差」「命の格差」が拡大し、病棟の閉鎖や救急医療や産科などの診療中止など、極めて

重大な困難に追い込まれ、道医療対策協議会への医師派遣要請は、江別、根室、赤平、厚

岸など４０人になりますが、対応できたのは１５人にすぎず、２５人が調整がつかず医育

大学も医師不足の状態にあります。 

 お産が可能な市町村は道内３６自治体にすぎず、また道内の公立・公的病院への３大学

からの派遣中止は３７病院８７人に上るとの報道もあり、救急医療機関は２割も減少して

います。 

 これらの原因として０４年度臨床研修制度の導入や勤務医の開業医志向が挙げられてい

ますが、より根本的には医師の絶対的な不足と医療費抑制政策にあるものと考えられま

す。医師不足を打開し地域医療を守るための対策を、国と道において積極的に実施される

よう以下のことを要望いたします。 

 １、医師不足地域、診療科への医師の派遣と確保について、国が責任を果たし、都道府

県の取り組みを抜本的に強化すること。 

 ２、妊産婦・乳幼児の命を守るため、産科・小児科確保の緊急対策をとること。 

 ３、医師抑制政策を改め、長期的視野に立って医師の養成を進め抜本的に増員するこ

と。 

 ４、勤務医・看護師が安心して働ける環境を整備し、安全・安心の施策を進めること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出いたします。 
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 平成１９年７月３日、北海道三笠市議会。 

 提出先は、下記のとおりでございます。 

 審議の上、採択されますようよろしくお願いいたします。 

◎議長（髙橋 守氏） お諮りします。 

 本案については、質疑、討論を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 

 質疑、討論を省略することに決定しました。 

 続いて、お諮りします。 

 意見書案第６号については、原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 

 意見書案第６号医師不足の解決と地域医療をまもる要望意見書は、原案可決されまし

た。 

 本意見書は、議長名をもって本文記載の提出先へ送付します。 

  ──────────────────────────────────────── 

      ◎日程第７ 意見書案第７号 北海道三笠高等学校の募集停 

            止の見直しを求める意見書 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（髙橋 守氏） 日程の７ 意見書案第７号北海道三笠高等学校の募集停止の見直

しを求める意見書を議題とします。 

 本案については、齋藤議員ほか３名からの共同提案にかかわるものであり、この際、提

出者を代表し、武田議員から提案理由の説明を求めます。 

 武田議員、登壇説明願います。 

（６番武田悌一氏 登壇） 

◎６番（武田悌一氏） 意見書案第７号北海道三笠高等学校の募集停止の見直しを求める

意見書を朗読提案させていただきます。 

 北海道教育委員会は、昨年８月に「新たな高校教育に関わる指針」を決定し、この指針

に基づき、６月５日に「公立高等学校配置計画案」を明らかにしました。 

 これまで道教委が実施した「意見を聞く会」等においては、「地域に高校を存続させて

ほしい」などの意見が多数出されましたが、道教委はこれらの子供・保護者の声を全く反

映させることなく、高校再編を強行しようとしています。 

 北海道の広域性や、高校への進学率９８％を超えるなど準義務化しておりますが、道教

委の「指針」による「公立高等学校配置計画案」のとおり高校再編が進めば、北海道の３

間口以下の高校は閉校に追い込まれることになります。 

 子供一人一人を大切にし、人格の完成を目指す豊かな教育の実現のため、地域に高校を
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存続させるべきであり、下記の３項目について強く要望いたします。 

 記。 

 １、現在三笠高等学校への市内在籍者が１０６人中７０人います。このため閉校の場

合、保護者の経済的負担が多くなり、準義務化している高校教育が受けられなくなり、子

供の学習権を奪うこととなるため「公立高等学校配置計画案」の見直しを行うこと。 

 ２、空知旧産炭地５市１町である三笠市において、交付税、人口減など財政的に非常に

厳しい中、三笠高等学校の閉校は経済的、心理的に大きな影響を受けることが予想されま

す。したがって、今回出された「公立高等学校配置計画案」の見直しを行うこと。 

 ３、北海道の新しい教育施策として、全道からの生徒の受け入れができる中高一貫教育

など、新たな内容での高校教育により三笠高等学校の存続を図ること。 

 以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。 

 平成１９年７月３日、北海道三笠市議会。 

 提出先、北海道知事、北海道教育委員会教育長。 

 以上であります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

◎議長（髙橋 守氏） お諮りします。 

 本案については、質疑、討論を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 

 質疑、討論を省略することに決定しました。 

 続いて、お諮りします。 

 意見書案第７号については、原案可決することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

◎議長（髙橋 守氏） 御異議なしと認めます。 

 意見書案第７号北海道三笠高等学校の募集停止の見直しを求める意見書は、原案可決さ

れました。 

 本意見書は、議長名をもって本文記載の提出先へ送付します。 

 以上で、今定例会に付議された事件は、すべて終了しました。 

  ──────────────────────────────────────── 

◎閉 会 宣 告 

  ──────────────────────────────────────── 

◎議長（髙橋 守氏） 以上をもちまして、平成１９年度第２回定例会を閉会します。 

 御苦労さまでございました。 

閉会 午前１０時３２分   
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